新型インフルエンザ対策について（改訂版）
１．はじめに

　７月２４日現在、沖縄県内の新型インフルエンザ患者は累計で１４３名にのぼり、現在も増え続けております。また、２８日現在集団感染が４件発生しています。

西医体は多くの人が集まる競技の場であり、ひとたびインフルエンザ感染者が発生すると集団感染に発展する可能性が高くなります。大会参加に備えて、体調の管理に努めるとともに、大会期間中は、厚生労働省のホームページ等に示されているインフルエンザ対策（＊１）をこうじて、二次感染の防止に努めて頂きたいと存じます。
　この点を踏まえまして、会の円滑な運営のために、大会参加に際しまして、各大学の競技者・関係者は以下の点にご留意ください。
２．大会参加の自粛
季節性、新型を問わずインフルエンザの診断を受けた方は、大会への参加（出場、応援など）を見合わせて下さい。

インフルエンザの疑い（＊２）が有る方も、大会への参加自粛をお願いします。

３．大会参加後の対応
　季節性、新型同じ対応を御願いします。

　１）インフルエンザの発症が疑われる患者が発生した場合
　　①　インフルエンザ様症状（＊２）が認められた時は、最寄りの保健所（＊３）に相談し、指示に従うとともに、西医体安全対策委員会（＊４）に連絡してください。
2 　保健所や医療機関を受診する際には、あらかじめ電話を入れ、受診する時刻　等の指示を受け、マスクを着用してください。
3 診断が確定するまでは、競技への参加、応援を自粛し、マスクの着用、咳エチケットなどを心がけ、人混みを避けて下さい。

２）インフルエンザが否定された場合
医師と協議の上、チームの責任において競技への参加などの対応を決めて下さい。
３）インフルエンザと診断された場合
①　診断した医師との話し合いの上、入院、自宅待機、ホテル待機、帰郷などの処置を決定して下さい。
2 たとえ軽症であっても、決して、競技、応援などに参加させることのないように徹底して下さい。ホテル待機の場合には、部屋を別にするなど、他の選手との接触は最小限とし、マスク着用、こまめな手洗い、定期的な部屋の換気など、二次感染拡大防止に努めてください。
3 診断の結果は全て安全対策委員会に報告願います。
4 インフルエンザの患者が発生した場合には、全競技施設に速やかにお知らせします。競技会場、競技名、大学名と人数は公表しますが、それ以上の個人情報に関する秘密保持は厳守します。
5 自己健康チェックシート　別紙２　
インフルエンザ患者が発生したチームにおいては、大会の委員より自己点検シートを受け取り、チーム関係者全員、朝夕の体温、呼吸器症状、全身状態などをチェックし、自己点検シートを作成し、二次感染・集団感染防止に努めて下さい。

6 インフルエンザと診断を受けた患者及び症状などからその疑いが非常に強い人と判断される者と、マスクなどの防御策無く長い時間にわたり接触があり、感染する危険性がきわめて高い人（濃厚接触者）も、最終接触から５日間はインフルエンザ患者と同様の対応をしてください。（応援、出場を自粛して下さい。）
４．インフルエンザ患者とその疑いが強い者が同じチームで複数発生した場合

　１）チーム内で複数の患者が発生し、集団感染が発生した場合またはその可能性が高いと判断された場合には、県の方針に基づいて、改めて、新型インフルエンザか否かの検査を行います。

　２）インフルエンザと診断された者、感染が疑われる者（濃厚接触者を含む）は、決して競技への参加、応援を行わないで下さい。

３）その他の部員の健康状況を考慮した上で、チーム内で十分に話し合い、チームとして、またその他の部員の個人としての出場、棄権などを判断して下さい。
· １　新型インフルエンザ関連のホームページ参照（http://www.mhlw.go.jp/bunya/kenkou/kekkaku-kansenshou04/index.html） 

・咳エチケットの励行

・人込みなどへの外出を控え、外出時はマスク着用

・帰宅後のうがい、石けんによる十分な手洗い

・十分な休養、バランスのとれた栄養を摂り、体力や免疫を高める。　など
＊２：インフルエンザ様症状（発熱、関節痛・筋肉痛・全身倦怠感など発熱に伴う全身症状、咳・咽頭痛などの呼吸器症状）を呈している方

＊３：南部福祉保健所　098-889-6591

　　　北部福祉保健所　0980-52-5219

　　　中央保健所   098-854-1005

　　　中部福祉保健所　098-938-9701

